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欧州紀行(3) マインシフ・リラックスのクルーズ(その 1) 

                               2026.7.1 池田良穂 

 

 キール港を出港した「マインシフ・リラックス」は、バルト海を東へと 10 ノットとい

う低速で航行しました。この船の推進システムは、LNG 機関による電気ポッド推進器です

ので、低速で航行しても燃費は悪くならず、燃料代が高騰している中ではかなりの節約に

なります。次の寄港地であるポーランドのグディニア港まで 2 泊 3 日の航海中はずっと低

速航行でした。このゆったりとした時間に、船内の見学をすると共に、TUI クルーズにつ

いても調べてみました。 

船内に展示されていた「マインシフ・リラックス」の模型です。鋭く尖ったバルバスバウが特徴的です。 

 

推進器は 2基のポッド推進器です。また水線長を長くするためのダックテール型の船尾もよく分かります。 

 

 前述したように同船を運航する TUI クルーズは、ドイツの巨大総合旅行会社 TUI のクル

ーズ部門と米ロイヤル・カリビアン・グループとの合弁クルーズ会社で、合弁前にはソ連



の客船を使ったクルーズをドイツで手広く行っていました。そのマーケットは、ドイツ、

オーストリア、スイスの一部の、いわゆるドイツ語圏で、ドイツ語を船内公用語としての

単言語船として販売をしており、日本籍のクルーズ客船とよく似ています。ドイツには同

様の単言語クルーズ客船が多くあり、ラグジャリー船では「オイローパ」や「ベルリン」

があり、カジュアル船のほとんどはソ連船を長期チャーターした旅行会社の運航で、その

販売の中心が TUI とゼートゥア社の 2 社でした。筆者が西ドイツに留学していた 40 数年

前、ドイツのクルーズ人口は 30 万人ほどに達していました。このときにゼートゥア社の

チャーターしたソ連客船「オデッサ」でのノルウェーフィヨルドクルーズと、「アゼルバ

イジャン」での地中海クルーズを楽しみました。いずれも 1 週間クルーズでしたが、当時

販売されていたのは、ドイツ人の 3 週間から 1 ヶ月の休暇に合わせた長期クルーズが大多

数で、短いクルーズを探すのに苦労をした記憶があります。 

 さて 1980 年代のドイツ統一とソ連邦の崩壊とによって、ドイツのクルーズ界は激動の

時代に突入します。安いロシア客船のチャーターができなくなり、自前のクルーズ船を旅

行会社自らが所有・運航することを迫られたのです。このため TUI は中古船を探した結

果、セレブリティ・クルーズの第 1 世代船を入手します。セレブリティ・クルーズがロイ

ヤル・カリビアン・グループに購入される前に建造した船でした。 

 

現在の TUI クルーズのアプリの資料をみると、クルーズ料金は、1 週間クルーズで

1000 ユーロ、邦貨で 18 万円ほどからのようです。1 泊あたりにすると 2.6 万円からですか

ら、いわゆるプレミアムクラスの料金設定のようです。ただし、食事の時のビールとワイ

ン、船内インターネットの接続が含まれています。筆者が使ったバルコニー付キャビンは 1

泊あたり 5 万円ほどからでした。現在のドイツの物価水準で考えると、かなりのお買い得

価格といえそうです。特にビール好きのドイツ人にとっては、何杯でも無料というのは魅

力的のようで、朝からカフェテリア式レストランにあるビールサーバーからセルフサービ

スで注いで飲むお客さんの姿がたくさんありました。ドイツのスパークリング・ワインで

あるゼクトや、赤・白・ロゼのテーブルワインも無料で、これもサーバーからセルフサー

ビスで得ることができます。また専用のラウンジ等の施設のある上級クラスもあります。 

 

 さて同社のクルーズ海域は、旅行好きの国民性から全世界に及びます。世界一周クルー

ズから、ドイツの港を発着するクルーズのみならず、世界各地で 1～3 週間程度のクルーズ

を手広く実施しています。2026 年のイランによるホルムズ海峡封鎖時には中東発着クルー

ズに従事していた 2 隻が閉じ込められて、乗客が航空機でドイツまで戻ったことが報道さ

れていました。この 2 隻は脱出後、アフリカ大陸を回って欧州に戻るのを AIS で確認しま

した。 

 

 筆者にとって同社のクルーズ客船への乗船は初めてです。ドイツ留学時にもドイツ語の



学習はあきらめて英語で通したため、ドイツ語は片言くらいでほとんど分かりません。ス

マホの翻訳機能があるとはいえ、ドイツ語だけの船内は困難も多く、たぶん、これが同社

船への最初で最後の乗船になるかと思います。 

さて、現在ドイツのクルーズ人口は 250 万人で、アメリカに次いで第 2 位の座にありま

す。いったいどのようなクルーズになっていて、なぜ人気を呼んでいるかに興味がありま

した。さらにロイヤル・カリビアンの資本が入っているとのことで、現代クルーズの要素

がどのように取り込まれているかも興味がありました。 

 

 まず「マインシフ・リラックス」に乗船してみて、その船内の質素なことに驚きまし

た。アメリカの現代クルーズ客船のような、乗客の目を引く派手さはまったくありませ

ん。最近はやりの吹き抜けのアーケードや、巨大なシアター、ウォータースライダーなど

の遊戯施設もありません。ただ、どこも広々としてテーブルや椅子がゆったりと配置され

ています。デザインもシンプルです。ドイツ人の好みに合わせているということでしょ

う。食事のとれるレストランとビストロがたくさんあり、バーもたくさんありました。 

 夕食のレストランの指定はなく、18 時から 21 時までに何時にいってもよく、入口で長

く待たされることもめったにありませんでした。ただ、シアターでの船長挨拶とショーが

終わった直後に、アトランティック・レストランの席が一杯になり、「もう少し時間をお

いて来てほしい」と言われたことが 1 回だけありました。 

 
広々としたテーブル配置でゆったりとしたスペースが広がっていました。 

 

 一方、ショーでは英語で歌う歌手の時にはガラガラで、ドイツ語でのコメディや手品、

言葉の説明のないアクロバットや踊りの時には、それほど大きなシアターではありません

が満杯の観客が入っていました。やはり言葉は大事です。 



 
シアターは、4000 人定員の乗客のクルーズ客船にしては、800 席程度の小ぶりのものでした。 

 

 サービス要員は、インドネシア、フィリピン人が約 200 人ずつで、インド人もだいぶい

るようでした。また東欧諸国の白人らしき船員もアラカルトレストランで働いていまし

た。 

従業員の立場になれば、TUI クルーズで働くためにはドイツ語を聞き喋る能力が必要な

のでハードルは高いはず。さらに多くのサービスクルーは英語も喋られました、自国語以

外に 2 ヶ国語のマスターが必須となることになります。 

 今回、ドイツ語の単言語クルーズ客船に乗船してみて、クルーズを完全に楽しむには、

やはり、母国語でのサービスやイベントが欠かせないようにも思いました。日本籍船のラ

グジュアリ船に加えて、カジュアルからプレミアムの大衆船が現われるのが、日本のクル

ーズ人口の爆発には欠かせない要素なのかもしれません。まずは東京湾での日本籍船を使

うディズニークルーズが待たれます。 

 

船の写真をとることが趣味の筆者にとっては、ほとんどすべてのオープンデッキの外側

が背の高いガラスで覆われていて、オープンデッキの風防機能は完璧なのですが、ガラス

越しにしか写真がとれないのが不満でした。唯一、キャビンのバルコニーだけがガラス越

しでなく写真が撮れました。 



 
オープンデッキは高いガラスの防風板で囲われていて、写真撮影には最悪でした。 

 

 さて、TUI のアプリの中に同社船のフリートリストがありましたので紹介します。現

在、同社は 9 隻の新造船を運航しており、ほぼ毎年のように新造船が登場しています。「マ

インシフ 1」と「2」の建造年が「マインシフ 3～6」より新しいのは、最初は中古船を使

っていて、「マインシフ 3」から新造船建造が始まり、旧「マインシフ 1」と「2」を売却

後に欠番を埋めたためです。「マインシフ 7」以降は、「リラックス」、「フロー」のように

番号ではなくなっています。シリーズ名は「InTUItion」とのことです。計 4 隻の連続建造

が計画されています。 

 ドイツ語の単言語船以外に、英語を公共言語とする客船の建造も考えているようです

が、ドイツ語圏のクルーズ人口が急増しているのに対応して就航が後回しになっているよ

うです。 

 

―――現有船隊リスト――――――― 

 船名      竣工年  旅客定員 

Mein Schiff Flow  2026 年  3984 人  

Mein Schiff Relax 2025 年  3984 人 

Mein Schiff  7    2024 年  2896 人 

Mein Schiff  6    2017 年  2534 人 

Mein Schiff  5    2016 年  2534 人 

Mein Schiff  4    2015 年  2506 人 

Mein Schiff  3    2014 年  2506 人 

Mein Schiff  2    2019 年  2894 人 

Mein Schiff  1    2018 年  2894 人 

 



 
TUI クルーズの新造第 1船となった「マインシフ 3」で、2016 年 9 月にギリシアのピレウス港での撮影です。 

 
16 万総トンに大型化された新シリーズの第 1船「マインシフ・リラックス」で、キールでの撮影です。 

 
「マインシフ 3」を第 1船とする新造船各船は、上部構

造の幅を狭くして、高い構造にすることによってアウト

サイドキャビンの比率を高めています。 

 
船尾から見た「マインシフ・リラックス」の姿です。基本

コンセプトは同じですが、規模感が大分違っていま

す。 

 



キールを出港して 3 日目の朝に、グディニヤ港に到着しました。停泊したのは港に入っ

てすぐの客船岸壁で、隣にステナラインのフェリーターミナルがあり、スウェーデンの南

端の町カールスクルーナとの間に 3 隻の大型 RoPax が運航されていました。この 3 隻とは

港に停泊中と、バルト海洋上で出会うことができました。いずれも初対面でした。 

港の中には大きな門形クレーンのある造船所、コンテナクレーンが並んだコンテナター

ミナルなどがあることが船上から確認できました。また同港の沖合には長い砂州が伸び

て、バルト海の波を遮っています。その先端の町まで小型の双胴客船が運航されていまし

た。 

 「マインシフ・リラックス」が停泊した岸壁の対岸には海軍基地があり、ポーランド海

軍の小型艦が並んでいました。戦闘艦らしきは 3 隻だけで、海軍としての規模は小さく、

調査艦などが多いようです。 

着岸後に近くの町まで歩いてでかけてみました。ポーランドはユーロではなく独自の通

貨を使用しているため、現地の物価はよくわかりませんでしたが、カフェに入って、コー

ヒーとケーキを頼んでクレジットカードで支払ったところ、日本とほとんど変わらない価

格になっており、ドイツの半分くらいの物価のようでした。 

 
グディニヤ港への入港。右に海軍基地が広がり、「マインシフ・リラックス」は左手の岸壁に着岸した。 

 
港の奥の造船所とコンテナクレーンが望めました。 



 
「ステナ・エバ」の入港です。 

 
隣のフェリー埠頭に停泊する「ステナ・エバ」です。 

 
大型コンテナ船「MSC リボルノ」が出港していきました。 



 
9 時に「ステナ・エバ」がスウェーデンに向けて出港していきました。 

 
小型双胴客船「ルビン」。沖合の砂州の先端の町ヘル行く客船のようです。 

 
下船して巨大な「マインシフ・リラックス」の姿を仰ぎ見ました。 



 
ポーランド海軍基地には小型の艦船がいました。 

 
港外を監視するポーランド海軍の軍艦です。 

夕刻に入港してきた「ステナ・エステレ」です。 



 
グディニヤを出港後に洋上で出会った「ステナ・スピリット」です。 

 

 19 時に「マインシフ・リラックス」はグディニヤを出港して、バルト海を北上して次港

のエストニアの首都タリンに向かいました。速力は 12 ノットで、ここでもゆっくりとし

た速度です。右舷側には、ロシアの飛び地であるカリーニングラード、そしてバルト三国

の 1つであるリトアニア、さらにラトビアがあるはずですが、全く見えずに広い海原が広

がっていました。 

 

 
夕日がまだ高い 21 時頃の撮影です。朝の 5時前に日の出、22 時過ぎに日の入りでした。 

  


